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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タービン翼（１０）が固定領域と該固定領域に接続されるプラットフォーム領域（１６
）とを有しており、
　前記プラットフォーム領域はプラットフォーム表面（２０）を有するプラットフォーム
（１８）を含み、
　前記プラットフォーム表面には圧力側壁（２６）および吸入側壁（２８）を備えたブレ
ード（２４）が配置されており、該ブレードには断面で見て所定のプロフィルが付けられ
ており、
　前記圧力側壁および前記吸入側壁の高温ガスに曝される表面はそれぞれ外側の第１の丸
み付け部（３４）を通して前記プラットフォーム表面へ移行しており、
　前記ブレードに前記プラットフォーム領域まで延在する少なくとも１つの中空室が設け
られており、該中空室内に前記圧力側壁と前記吸入側壁とを接続する少なくとも１つのリ
ブ（３６）が設けられており、該リブは前記ブレードの長手方向（１２）に沿って延在し
て前記中空室を分割している、
　定置型ガスタービン用のタービン翼において、
　前記リブでは前記第１の丸み付け部の高さに該リブを貫通する開口部（４０）が設けら
れており、該開口部は中心からずれて圧力側壁側に寄って配置されており、
　前記開口部は前記吸入側壁および／または前記圧力側壁の内側（４２，４３）に広がる
側壁平面（４４）を部分的にカットしている
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ことを特徴とする定置型ガスタービン用のタービン翼。
【請求項２】
　前記開口部は円形または楕円形である、
　請求項１記載の定置型ガスタービン用のタービン翼。
【請求項３】
　前記リブは第２の丸み付け部（４１）を介して前記吸入側壁の内側および／または前記
圧力側壁の内側へ移行しており、前記第２の丸み付け部の前記プラットフォームの高さで
の半径（Ｒ１）と前記ブレードの中程の高さでの半径（Ｒ２）とは異なる、
　請求項１または２記載の定置型ガスタービン用のタービン翼。
【請求項４】
　前記第２の丸み付け部は種々異なる半径で切り欠かれているがその端部は滑らかに移行
している、
　請求項３記載の定置型ガスタービン用のタービン翼。
【請求項５】
　前記ブレードおよび前記プラットフォームが一体に注入成形されている、
　請求項１から４までのいずれか１項記載の定置型ガスタービン用のタービン翼。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タービン翼が固定領域と該固定領域に接続されるプラットフォーム領域とを
有しており、前記プラットフォーム領域はプラットフォーム表面を有するプラットフォー
ムを含み、前記プラットフォーム表面には圧力側壁および吸入側壁を備えたブレードが配
置されており、該ブレードには断面で見て所定の輪郭が付けられており、前記圧力側壁お
よび前記吸入側壁の高温ガスに曝される表面はそれぞれ外側の第１の丸み付け部を通して
前記プラットフォーム表面へ移行しており、前記ブレードに前記プラットフォーム領域ま
で延在する少なくとも１つの中空室が設けられており、該中空室内に前記圧力側壁と前記
吸入側壁とを接続する少なくとも１つのリブが設けられており、該リブは前記ブレードの
長手方向に沿って延在して前記中空室を分割している、定置型ガスタービン用のタービン
翼に関する。
【０００２】
　従来技術のタービン翼、すなわち、ふつうリブによって分割された中空室を備えたブレ
ードを有するタービン翼は以前から公知である。リブは、吸入側壁から圧力側壁へ、ブレ
ードの長手方向に沿って、すなわち、プラットフォームから翼頂の方向へ延在している。
注入成形されるタービン翼はブレードからプラットフォーム表面への移行領域を有してお
り、この移行領域は凹状湾曲の丸み付け部によって、側壁である吸入側壁および圧力側壁
を支持している。ここで、移行領域には材料蓄積部が存在しており、そのためにブレード
の剛性が急激に変化する。ブレードのプラットフォーム領域は中央領域または翼頂領域よ
りも剛性が高い。こうした剛性の急激な変化のために動作中に大きな温度勾配が生じ、高
い熱応力がかかってタービン翼の耐用期間が制限されてしまう。
【０００３】
　こうしたタービン翼を利用するガスタービンで動作中に破片が飛んで連鎖障害が起こる
のを回避するために、タービン翼はあらかじめ定められた最大耐用期間に達すると交換さ
れる。
【０００４】
　また、従来技術からは、剛性の急激な変化が生じる領域に、材料蓄積のない領域に網け
られる熱減衰層よりも厚い熱減衰層を被着し、耐用期間を少なくとも部分的に延長するこ
とが知られている。これにより温度勾配を小さくすることができる。
【０００５】
　そのほか、欧州公開第１４２０１４２号明細書から、高温ガスの流入するフロントエッ
ジを衝突捕集冷却法（インピンジメントクーリング）によって冷却するガスタービン翼が
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公知である。ここでは、必要な空冷開口部は、吸入側壁および圧力側壁のあいだのブレー
ドを支持するリブ内に配置されている。当該の空冷開口部はブレードを超える高さに均等
に分散して配置されており、また、吸入側壁と圧力側壁とのあいだの中央にも配置されて
いる。これによりフロントエッジの均等な冷却が保証される。
【０００６】
　本発明の課題は、耐用期間の長い定置型ガスタービン用のタービン翼を提供することで
ある。
【０００７】
　この課題は、請求項１記載の特徴、すなわち、ブレードに配置された少なくとも１つの
リブが外側の第１の丸み付け部の高さに当該のリブを貫通する開口部を有しており、当該
の開口部が壁の近くに配置されていることによって解決される。
　課題はまた、請求項４記載の特徴、すなわち、プラットフォーム側のリブ端部の圧力側
壁の内側での長さが吸入側壁の内側での長さとは異なることによって解決される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明のブレードを備えたタービン翼の斜視図である。
【図２】図１のタービン翼のＺで囲んだ部分の第１の実施例の詳細図である。
【図３】図１のタービン翼のＺで囲んだ部分の第２の実施例の詳細図である。
【０００９】
　本発明において、"壁の近くに"とは、開口部の位置が圧力側壁および吸入側壁の内側で
外に寄っていることを意味している。これにより、外側の第１の丸み付け部での材料蓄積
は低減される。こうした単純な構造手段によって剛性の急激な変化が補償され、材料蓄積
による温度勾配が緩和される。ただし、場合によっては、開口部を設けたことでタービン
翼の空冷システムへの影響が生じたり開口部の周囲応力が増大したりすることに注意が必
要である。また、変形耐性を有する期間についても同じことが相当する。これは、リブの
断面積が低減されることにより重量が低下して固有振動数が変化するためである。相応に
、適切に配向された楕円形の開口部を設けると有利である。また、リブがプラットフォー
ム領域、ひいては翼脚領域または固定領域まで延長されると有利である。
【００１０】
　本発明の有利な実施形態では、リブと側壁とのあいだに第２の丸み付け部が配置されて
適合化が行われ、機械的負荷が低減される。もちろん、本発明の手段を組み合わせて、壁
近くの開口部を用いることによる変化を補償し、全体としてタービン翼の耐用期間を延長
することができる。本発明では、全体として、材料蓄積部の負荷が低減され、耐用期間が
増大される。
【００１１】
　リブを貫通する開口部を丸み付け部の高さで壁近くに設けるという本発明の手段は簡単
に実現可能であり、翼脚からリブに接触しうるかぎり、既に動作しているタービン翼に後
から設けることもできる。また、新たな部品を製造する際には、ブレードおよびプラット
フォームを一体に注入成形し、中空室の製造のために注入成形装置で使用される成形コア
に開口部に対する孔を設けることによって、開口部を簡単に形成できる。これは、当該の
孔を成形コアの安定化のために用いることができ、第１の丸み付け部の高さの壁近くに位
置しない別の孔（いわゆるクロスオーバーホール）を省略できるため、特に有利である。
【００１２】
　本発明の有利な実施形態および実施態様は従属請求項に示されている。
【００１３】
　リブを貫通する開口部は、吸入側壁と圧力側壁とのあいだの外寄りに配置される。また
、開口部は、吸入側壁および／または圧力側壁の内側に広がる側壁平面に接触しているか
またはこれをカットしていてもよい。
【００１４】
　有利には、開口部は円形または楕円形である。こうした開口部は、タービン翼が主とし
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て一体に注入成形される場合に、特に簡単に製造可能である。その場合、成形コアは相応
の位置に孔を有するだけでよい。
【００１５】
　本発明では、プラットフォーム側のリブ端部のうち圧力側壁の内側部分の長さを吸入側
壁の内側部分の長さと異ならせることにより、タービン翼の耐用期間を延長することがで
きる。
【００１６】
　リブを貫通する壁近くの開口部に代えて、切欠を設けてもよい。つまり、開口部はリブ
材料によって完全に包囲されていなくてもよい。このようにして構成されたタービン翼に
より、移行領域での材料蓄積を局所的に低減することができる。当該の実施形態のタービ
ン翼は中空室を通って延在する仮想のプラットフォーム平面の一部であるプラットフォー
ム表面を有し、プラットフォーム側のリブ端部が圧力側で当該のプラットフォーム平面の
一方側に位置し、吸入側で当該のプラットフォーム平面の他方側に位置する。
【００１７】
　本発明のさらなる特徴および利点を図示の実施例に則して詳細に説明する。これらの特
徴は単独でも任意に組み合わせても本発明の対象となりうる。
【００１８】
　図１には、定置型ガスタービン用のタービン翼１０の斜視図が示されている。図１のタ
ービン翼１０はロータ翼として構成されているが、本発明は定置型ガスタービンのガイド
ベーンにも適用できる。注入成形された一体型のタービン翼１０は、長手方向１２に沿っ
て、プラットフォーム領域１６に接続される翼脚１４を有する。プラットフォーム領域１
６はプラットフォーム表面２０を有するプラットフォーム１８を含む。プラットフォーム
表面２０はほぼ平坦であり、仮想のプラットフォーム平面２２の一部である。プラットフ
ォーム表面２０には、断面にプロフィルを持ったブレード２４が配置されている。ブレー
ド２４は圧力側壁２６と吸入側壁２８とによって形成されており、これらの側壁は共通の
フロントエッジ３０から共通のリアエッジ３２まで延在し、エッジの個所で相互に接して
いる。吸入側壁２８の表面、圧力側壁２６の表面およびプラットフォーム表面２０をガス
タービンの高圧ガスが流れる。圧力側壁２６および吸入側壁２８は凹状湾曲の第１の丸み
付け部３４を介してプラットフォーム１８へ移行している。移行領域である第１の丸み付
け部３４はフィレットとも称される。
【００１９】
　側壁２６，２８によって包囲される中空室は複数のリブ３６によって複数の部分中空室
へ分割されている。各リブ３６は少なくともブレード２４の内部で長手方向１２に沿って
延在している。ただし図１ではブレード２４の一部しか示されていない。ブレード２４が
翼頂まで続くことは図１では破線によって暗示されている。
【００２０】
　図２には、わかりやすくするために、図１のタービン翼１０のＺで囲んだ部分の詳細図
が示されている。ただし、フロントエッジ３０またはリアエッジ３２の方向で見て主要な
要素のみが示されている。図２には、図１に則して説明した要素、すなわち、プラットフ
ォーム表面２０、圧力側壁２６、吸入側壁２８、プラットフォーム１８、リブ３６および
第１の丸み付け部３４が詳細に示されている。
【００２１】
　本発明によれば、リブ３６には、第１の丸み付け部３４の高さで、壁の近くに、当該の
リブ３６を貫通する開口部４０がブレード２４の長手方向１２に沿って設けられている。
壁近くの開口部４０は、図２の実施例では円形をしているが、楕円形であってもよい。開
口部４０は、圧力側壁２６の内側４２で、側壁平面４４の広がりをカットしている。これ
により、第１の丸み付け部３４付近に、ハッチング領域で示されているような材料低減部
４６が生じる。当該の第１の丸み付け部３４付近の材料低減部４６によって、剛性の急激
な変化が回避される。これは、第１の丸み付け部３４での重量の増大が、開口部４０が切
り欠かれていることによって、少なくとも部分的に補償されるからである。リブ３６に設
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けられる開口部４０によって、リブ端部４８に、吸入側壁２８と圧力側壁２６とを接続す
るスタブ５０が形成される。
【００２２】
　本発明の作用は当該のスタブ５０を有さないタービン翼１０によっても達成され、こう
した実施例が図３に示されている。図３に表されている囲み部分Ｚは図２の囲み部分Ｚに
相応するので、共通する要素については詳述しない。図２の要素と同じ要素には図３でも
同じ参照番号を付してある。図２の実施例と異なるのは、図３の実施例ではリブ３６に材
料によって完全には包囲される開口部４０がなく、プラットフォーム側のリブ端部が、タ
ービン翼１０の長手方向１２で見て、均等な高さを有していない点である。つまり、ここ
では開口部４０に代えて切欠が設けられている。リブ３６のうち、吸入側壁２８の直接内
側４３に位置する部分は、翼軸の長手方向１２で見て、圧力側壁２５の直接内側４２に位
置する部分とは異なる位置に位置している。言い換えれば、プラットフォーム側のリブ端
部を見たとき、圧力側壁２６の内側４２のほうが吸入側壁２８の内側４３よりも狭い。こ
れにより、剛性の急激な変化をもたらす不要な材料使用は、少なくとも第１の丸み付け部
３４の圧力側壁側の部分で回避される。
【００２３】
　プラットフォーム表面２０は仮想のプラットフォーム平面２２のうち中空室の延在する
部分である。有利には、プラットフォーム側のリブ端部は、圧力側壁側ではプラットフォ
ーム平面２２の上方すなわち翼頂側に、吸入側壁側ではプラットフォーム平面２２の下方
すなわち翼脚側に位置している。リブ端部を反対向きに、つまり、圧力側壁側がプラット
フォーム平面の下方に位置し、吸入側壁側がプラットフォーム平面の上方に位置するよう
に配置することもできる。プラットフォーム側のリブ端部の圧力側から吸入側への延在形
態は任意に選定でき、延在形態は例えば直線状であってもよいし、図３に示されている実
施例のように凹状または凸状であってもよい。本発明の開口部４０または切欠４０を用い
ることによって生じる空冷システムおよび応力条件への影響に対処するため、有利には、
リブ３６から圧力側壁２６および／または吸入側壁２８の内壁４２，４３への移行領域に
第２の丸み付け部４１を設け、これにより適合化を行う。ここでの適合化とは、ブレード
２４の長手方向１２に沿った種々の位置で、第２の丸み付け部４１の半径Ｒ１，Ｒ２を種
々に異ならせることである。ここでは、第１の丸み付け部３４の高さでの第２の丸み付け
部４１の半径Ｒ１が、ブレード２４の中程の高さでの第２の丸み付け部４１の半径Ｒ２よ
りも大きくなっている。
【００２４】
　リブ３６がフロントエッジ３０とリアエッジ３２とのあいだの中央領域に配置される場
合、開口部４０または切欠４０は圧力側壁側に設けられる。リブ３６がフロントエッジ３
０寄りまたはリアエッジ３２寄りに配置される場合、開口部４０または切欠４０は吸入側
壁側に配置される。これは、それぞれの領域を高温ガスが通り、材料温度が発生するから
である。
【００２５】
　圧力側壁２６の内側４２ないし吸入側壁２８の内側４３の開口部４０によって、第１の
丸み付け部３４の高さに切欠が形成されるが、この開口部は内壁４２，４３に沿って、リ
ブ３６の領域を超えて、さらに延在することができる。これにより、当該の切欠は、内側
では、リブ３６が側壁２６，２８を支持しない移行領域のセクションにも設けられる。こ
の切欠は対応する側壁面に凹状に切り欠かれ、外側の第１の丸み付け部３４のうちリブ３
６の配置されていない部分で重量が低減される。こうした切欠は図３に示されているター
ビン翼においても用いることができる。この場合にも、本発明により応力の低減が達成さ
れ、移行領域における亀裂や破断の発生が遅延される。
【００２６】
　まとめると、本発明は、中空のブレード２４を有し、中空室内部に少なくとも１つの圧
力側壁２６および少なくとも１つの吸入側壁２８を支持するリブ３６が設けられた、定置
型ガスタービン用のタービン翼１０に関する。タービン翼１０の耐用期間を延長するため
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に、本発明では、第１の丸み付け部３４の高さで、側壁２６，２８とプラットフォーム表
面２０とのあいだの壁の近くに、リブ３６を貫通する開口部４０が設けられる。当該の開
口部４０により、移行領域における材料蓄積が少なくとも低減される。こうして、剛性の
急激な変化ひいては大きな温度勾配の発生が回避される。

【図１】

【図２】

【図３】
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